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2C20 垂直磁気記録特性と媒体定数との相関について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本　節夫　　　　中村　慶久　　　　岩崎　俊一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東北大学電気通信研究所）

1．まえがき

従来の長手記録においては、再生電圧や記録密度と媒体定数との相関関係が既に知

られているが1，、この関係は垂直記録では1戎立しないことが報告されている2D　3）。簗

者らは、補1塀f瓶1朔益形単磁極ヘッドとCo－Cr二層媒体を紐合わせた多数の測定結果

から垂直記録で成立する記録牛寺性と媒体定数との関係について検討した。

2．潰掟条件

　記録特性の測定には、主磁極厚み（Tm）が0．3μmと0．9μmの：二種類の単磁極ヘ

ッドを川い、Co－Cr層の厚み（δc。．Cr）が0．1～O．48μm、垂直方向抗磁力（ll。⊥）

が370～7500e、飽秘1主化（h5）が230～830　emu／ccの範開にあるCo－Cr二層媒体

（襲｝’「ち層の厚みはほぼ0．5μmと一定）との組合せで行った。ヘッド・媒体間スペ

ー
シングの影響をできるだけ捌除するためにテープデッキ装置を低速度（4．75c鵬／s讃

たは9．5cm／s）で雪圃1して測定した。

3，　村調昊膿主

　再生時の主磁極厚み慣失の影響を除くため、記録密度対再生電圧特性で再生電圧の

極大値を結ぶ包絡線をとり、この上で再生で｛斑力転密度での値の1／2になる記録密度

（D5。つと、記録密度150kFRPlでの再生電圧（E，，15。既＊）について媒体定数との相関

を調べた。それぞれに対して相1期莫脈が最も1支く成り立っていたのが図1および図2

である。図1に示すように基本的には、1〕，。中はM。／（δC。C。・llC⊥）が大きいほど、ま

た図2のようにBp，15。徽“はh。ノδc。．c，が大きいばど島い値力『1｝られることがわか

る。図3は、図1の中で展も高いD5。中が1｝られた媒体の記録密度特性である。この媒

体はCo－Cr層の囲，が830　emu／ccと高く、δc。．c．が｛〕．1μmと比較的薄いもので

あるが、D，♂の植として260　kFRI〕1カ『ミ｝られ、400　kFRPIという極めて高い記録需

度においても再生信リカ戦測された。

4．考察　　　　　　　　　　　　1
　磁化転移における垂直磁化の振幅は、低密度では滅磁界のために　δc。－Crが摩く

Il。↓が高い媒体ほど大きい4》。しかし高需度になると減磁異が減少するので、眺が大

きい巌ど大きな残留磁化力購られる5，。一方、単磁極ヘッドの再生分解能は主磁極と

媒休の磁気的癬胎の穂隻に強く依存し、δ・。一・．が鴻く・M・の大きい媒体ほど鋭

いヘッド磁界分布力鵯られる6｝。したがって塩／δ¢。－c．が大きいほど高密度でo）両

生電圧が増加するが、ただしδc。－c，を薄くしすぎると残留磁気モーメントが滅るた

め、図2のように再生趨正0）増加は｛1鄙艮される。

　5，むすび

　　且ILIfl己1；表におUるBl己録特性と媒体定数と0）関孫にっいて述ベナこ。今　　　02

後このような柵癸閥係がさらに広範1重釧のヘッド・媒体の紐合せに対し

ても成り立つかどう力験討するア定である。

　記録媒体を提供され、た帝人㈱0）門倉貞夫氏に1惑謝する。
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図3．記録密度特ヤ1’


